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ピンポン球をつかった都市環境測定

City environmental measurement using ping-pong balls
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起伏が大きい都市では建物の側面からの輻射が平坦な郊外より大きく、都市の温度が高い傾向にある。しかし都市と
郊外ではどの程度輻射の違いがあるかはその測定例はあまりなく、また都市の中で輻射の違いの分布が描けるほど多く
の観測点を用いた高分解能の研究はなされていない。したがってそれを可能にする測定器としてわれわれは黒球温度計
に注目した。
黒球温度計は銅製の直径１５ｃｍの金属球につやの無い黒塗装を施したもので擬似黒体と仮定することができる。黒

体は全ての波長帯の放射を吸収するので、その温度上昇の度合から放射量を見積もることが出来るのである。また球で
あることから全方位の放射量を無指向で得ることが出来る。
人間が感じる暑さは気温と異なり放射の量が大きく寄与し、実際熱射病になるのに放射の影響があることがわかって

いる。そのため現在黒球温度計は主に室内高温作業場や学校で用いられており、熱射病になる危険性の指標 (WBGT)と
して用いられている。
しかしわれわれはこの黒球をむしろ純粋に放射を測る測定器として利用できないか考えた。既存の放射計は指向性や

波長の特性をもっており、都市気象を高密度に測るのに向いていない。一方黒球はその特徴から気軽に測ることが出来、
熱収支について考えるなら非常に扱いやすい。さらにこの黒球が大きさに依存することがわかり、ピンポン球（直径４
ｃｍ）で代用できることがわかった。これにより大量生産が可能になり、都市気象観測において高密度に測ることが可
能になった。
さらにピンポン球で出来ているので改良することが出来る。その成果も発表する。


